
�
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
に
瞬
時

に
地
震
速
報
な
ど
が
届
く
シ
ス
テ

ム
で
す
。
し
か
し
、
三
田
市
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
告
知
方
法
は

エ
フ
エ
ム
さ
ん
だ（
ハ
ニ
ー
Ｆ
Ｍ
）

へ
の
割
り
込
み
放
送
に
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｆ
Ｍ
が
届
か
な
い
地
域
へ

の
対
応
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

�
市
の
北
部
地
域
や
藍
本
地
域
は

ハ
ニ
ー
Ｆ
Ｍ
の
電
波
が
届
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
か
に
早
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
情
報
を
伝
達
で
き
る

か
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と

し
て
は
、
ハ
ニ
ー
Ｆ
Ｍ
を
利
用
す

る
こ
と
が
、
今
、
三
田
市
で
と
り

う
る
最
も
効
果
的
な
方
法
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

�
今
回
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
待
機

所
を
予
定
し
て
い
る
場
所
は
、
駅

前
の
一
等
地
で
す
。
も
っ
と
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

商
業
な
ど
違
う
目
的
に
使
う
方
が

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
国
道
か
ら
駅
北
口
へ
伸
び
る
市

道
（
高
次
線
）
が
完
成
す
る
と
、

駅
北
側
地
域
は
非
常
に
便
利
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
土
地

は
、
将
来
的
に
価
値
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
土
地
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
待
機

所
と
し
て
、
当
面
は
利
用
し
ま
す

が
、
周
辺
の
土
地
も
含
め
今
後
の

利
用
形
態
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

�
特
別
支
援
学
級
セ
ン
タ
ー
校
に

通
う
子
ど
も
た
ち
を
送
迎
す
る
自

動
車
「
と
も
だ
ち
号
」
を
増
車
す

る
計
画
は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
し

た
。
3
台
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�
今
年
4
月
か
ら
富
士
中
学
校
に

セ
ン
タ
ー
校
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
セ
ン
タ
ー
校
が
あ

る
八
景
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒
に
つ
い
て
は
、
八
景
中
学
校

で
卒
業
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新

1
年
生
は
、
富
士
中
学
校
で
、

2
・
3
年
生
は
、
八
景
中
学
校
に

分
か
れ
て
通
う
こ
と
に
な
り
、
送

迎
車
を
増
車
し
な
い
と
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
校
に

通
う
児
童
数
も
増
え
る
見
込
み
で

す
。

議
員�

議
員�

が
き
く�

第100号平成22年2月1日（3） 第100号 平成22年2月1日（2）

※
1指

定
管
理
者

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
多
様
化

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
、

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
対
応
す
る

た
め
、
市
の
施
設
の
管
理
運
営
に
民

間
の
能
力
を
活
用
す
る
制
度
で
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
経
費
を
節
減
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
平
成

15
年
に
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
市
の
施
設
の
管
理
運

営
は
、
市
が
直
営
で
行
う
か
、
公
共

性
の
確
保
の
た
め
、
市
の
出
資
法
人

や
公
共
的
団
体
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
（「
管
理
委
託
制
度
」）
が
、

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
民
間
事
業
者

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
幅
広
い
団
体
に
も
管
理
運
営

を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
市
の
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間

の
能
力
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
2休

日
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー

今
回
の
条
例
で
次
の
内
容
が
決
ま

り
ま
し
た
。
な
お
、
診
療
開
始
日
は

未
定
で
す
。

診
療
科
目

内
科
・
小
児
科

診

療

日

日
曜
日
・
祝
日

12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日

診
療
時
間

午
前
9
時
か
ら
正
午

午
後
1
時
か
ら
午
後
5
時

場
　
　
所

天
神
1
丁
目
10
番
14
号

用語解説

12月定例会�
議案のあらまし�
12月定例会�
議案のあらまし�

市
の
施
設
の
指
定
管
理
者
決
定
・�

　
　
経
済
対
策
補
正
予
算
な
ど
29
議
案
を
審
議�

新
し
い
安
心
の
拠
点

休
日
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー
条
例

こ
れ
ま
で
、
三
田
市
内
で
の
休
日
の
応
急
診
療
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
所
が
交
代

で
行
う
「
休
日
当
番
医
制
度
」
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
毎
回
違
う
診
療
所
が
当
番
を
し
て
い
る
た
め
、
場
所
が
一
定
せ
ず
わ
か
り
に

く
い
、
診
療
所
か
ら
は
、
当
番
医
に
な
る
こ
と
へ
の
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
意
見
が

出
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
条
例
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
設
置
す
る

三
田
市
休
日
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
診
療
科
目
（
内

科
・
小
児
科
）、
場
所
、
診
療
日
、
診
療
時
間
な
ど
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。
全
議
員
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

�
現
在
、
休
日
当
番
医
で
は
、
内

科
、
小
児
科
の
ほ
か
、
歯
科
も
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
歯

科
も
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
対
応
で
き

ま
せ
ん
か
。

�
休
日
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
と
り
あ
え
ず
内
科
・
小
児
科

を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

歯
科
を
休
日
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー

で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
検
討
し
ま
す
。

な
お
、
休
日
の
歯
科
の
応
急
診

療
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
当
番
医
制

で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
三
田
市

医
師
会
か
ら
医
師
が
派
遣
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
年
に
一
人

の
医
師
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で

当
番
に
入
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
ま
り
医
師
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
調
整
す
べ
き
で
す
。

�
現
在
、
医
師
会
で
は
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
に
派
遣
す
る
医
師
の
調
整

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
科
の
医

師
が
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
三
田

市
の
事
業
を
受
託
す
る
こ
と
か

ら
、
他
の
診
療
科
の
医
師
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

特
定
の
医
師
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
年
5
回
か
ら
6
回
程
度
に
な

る
よ
う
で
す
。

議
員�

議
員�

が
き
く�

※
2

保健�
センター�

JA

三田警察�
三田�
郵便局�

三田市役所�

有馬高校グラウンド�

ハロー�
ワーク�

郷の音�
ホール�

休日応急�
診療センター�

武庫川�

国 道 176 号 線 �

全国瞬時警報システム（ジェイ・アラート）のしくみ�

消防庁�

人工衛星�

情報を発信�

情報を発信�

情報を受信�

情報を受信�

三田市役所� ご家庭（ラジオで緊急�
情報を受信）�

ハニーFM（割込み放送）�

�
有
馬
富
士
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
他
の
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
る
施
設
と
異
な
り
、
市

の
職
員
と
指
定
管
理
者
で
運
営
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の

よ
う
な
方
法
を
と
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
で
コ
ス
ト
の
削
減
は
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

�
有
馬
富
士
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館

の
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
を
子
ど
も

た
ち
に
生
か
す
た
め
、
同
博
物
館

と
と
も
に
研
究
し
て
い
る
人
を
職

員
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
的
に
も
自
然
系
の
博
物

館
に
指
定
管
理
者
を
導
入
す
る
場

合
、
学
芸
員
は
職
員
、
受
付
や
館

の
運
営
は
指
定
管
理
者
が
行
う
事

例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
単
に
展
示
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
来
館
さ
れ
る
方
に
展
示

物
の
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
指
定
管
理
者
の
職
員
の
方
に

説
明
方
法
を
指
導
す
る
な
ど
、
市

職
員
に
は
教
育
と
い
っ
た
役
割
も

あ
り
ま
す
。

な
お
、
コ
ス
ト
比
較
に
つ
い
て

は
、直
営
の
と
き
と
比
較
す
る
と
、

人
件
費
で
年
間
2
0
0
万
円
の
縮

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

用語解説

議
員�

議
員�

が
き
く�

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て

市
の
施
設
に
指
定
管
理
者
を
指
定

市
の
施
設
の
運
営
・
管
理
に
、
民
間
の
事
業
者
を
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
、
指
定
し
た

施
設
と
指
定
管
理
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

聖
苑
▽
日
本
管
財
株
式
会
社(

西
宮
市
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
▽
株
式
会
社
ホ
ー
プ
（
姫
路
市
）

有
馬
富
士
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ピ
ー
フ
レ
ン
ズ(

三
田
市
）

新
三
田
駅
前
・
藍
本
駅
前
駐
車
場
ほ
か
▽
社
団
法
人
三
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
変
更
に

施
設
点
検
の
た
め
に
毎
月
1
回
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
休
館

日
を
設
け
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
1
時
間
単
位
だ
っ
た
市
民
セ

ン
タ
ー
の
会
議
室
の
利
用
を
30
分
単
位
で
予
約
・
使
用
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

※
3全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）

大
規
模
災
害
や
武
力
攻
撃
事
態
が

発
生
し
た
際
に
、
気
象
庁
の
気
象
関

係
情
報
や
、
内
閣
官
房
の
有
事
関
係

情
報
が
消
防
庁
か
ら
人
工
衛
星
を
利

用
し
て
地
方
公
共
団
体
に
送
信
さ
れ

ま
す
。

気
象
庁
か
ら
送
信
さ
れ
る
情
報
は
、

緊
急
地
震
速
報
、
震
度
速
報
、
気
象

警
報
で
す
。
内
閣
官
房
か
ら
は
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
、
大
規
模
テ
ロ
な

ど
有
事
関
係
情
報
が
送
信
さ
れ
ま
す
。

※
4特

別
支
援
学
級
セ
ン
タ
ー
校

市
立
の
特
別
支
援
学
校
（
い
わ
ゆ

る
養
護
学
校
）
を
設
置
し
て
い
な
い

三
田
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
重

度
重
複
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
安
全

に
安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う
市
内

の
小
・
中
学
校
各
１
校
を
セ
ン
タ
ー

校
と
し
て
位
置
づ
け
、
教
育
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
5人

事
院
勧
告

公
務
員
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
労

働
三
権
（
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・

争
議
権
）
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の

代
償
措
置
と
し
て
国
の
第
三
者
機
関

で
あ
る
人
事
院
が
出
す
勧
告
が
「
人

事
院
勧
告
」
で
す
。
こ
の
勧
告
は
、

国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
と
民
間
企

業
従
業
員
の
給
与
水
準
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
お

り
、
こ
の
勧
告
を
参
考
に
政
府
が
国

家
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
法
案
を

国
会
に
提
出
し
ま
す
。

地
方
自
治
体
で
は
、
直
接
首
長

（
知
事
・
市
長
な
ど
）
か
ら
職
員
の

給
与
条
例
の
改
正
案
が
議
会
に
対
し

て
提
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
水
準
は

人
事
院
勧
告
の
内
容
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

※
議
案
の
審
議
結
果
の
詳
細
は
6
面

の
「
議
案
審
議
結
果
一
覧
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

総
額
8
、4
0
0
万
円（
21
年
度
）を
減
額

市
長
、市
職
員
、議
員
の
手
当
な
ど
を
カ
ッ
ト

長
引
く
不
況
に
よ
り
、
民

間
の
給
与
水
準
は
下
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
昨

年
、
国
家
公
務
員
の
給
与
の

引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
方
公
務
員
で

あ
る
三
田
市
職
員
の
給
与
月

額
、
12
月
期
末
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
な
ど
の
支
給
額
に
つ

い
て
も
、
国
家
公
務
員
の
引

き
下
げ
幅
に
準
じ
て
減
額
し

ま
す
。
ま
た
、
市
長
や
市
議

会
議
員
の
12
月
期
末
手
当
に

つ
い
て
も
減
額
す
る
も
の
で

す
。

反
対

こ
れ
だ
け
の
大
規
模
な
給
与
削
減
が
全
国
的
に
進

め
ば
、
経
済
の
デ
フ
レ
状
況
を
さ
ら
に
進
め
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
士
気
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
も
影
響
が
出
ま
す
。
市
長
、
議
員
に
は
賛
成

で
す
が
、
市
職
員
の
給
与
削
減
案
に
は
反
対
で
す
。

賛
成

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
市
職
員
だ
け
給
与
削

減
し
な
い
の
は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
削
減
幅

も
国
の
人
事
院
勧
告
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
病
院

の
職
員
確
保
の
意
味
か
ら
医
師
・
看
護
師
の
給
与
は
削
減

し
な
い
な
ど
、
三
田
市
の
実
情
を
よ
く
考
慮
し
て
い
る
の

で
賛
成
で
す
。

採
決
の
結
果
、
市
長
・
議
員
の
手
当
等
の
削
減

案
は
全
議
員
の
賛
成
で
。
市
職
員
の
給
与
削
減
案

は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議 員 �意 見の�

※
1

つ
づ
く
国
の
経
済
危
機
対
策
関
連
事
業

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）整備

事
業

衛
星
通
信
を
利
用
し
た
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
受
信
す
る
シ
ス
テ
ム

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

共
同
生
活
介
護
施
設
開
設
事
業

精
神
・
知
的
障
害
者
対
象
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
へ
の
助
成

三
田
駅
北
側
広
場
整
備
関
連
事
業

Ｊ
Ｒ
三
田
駅
北
側
広
場
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
待
機
所
や
ト
イ
レ
を
整
備

な
ど
　
4
、4
4
9
万
円

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

向
け
て
市
独
自
事
業

有
馬
富
士
共
生
セ
ン
タ
ー
整
備

同
セ
ン
タ
ー
で
、
住
民
票
が
発
行
で
き
る
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
の
開
設
に
向
け
て
の
調
整

特
別
支
援
学
級
セ
ン
タ
ー
校
へ
の

児
童
生
徒
送
迎
用
車
両
購
入

富
士
中
学
校
に
セ
ン
タ
ー
校
を
開
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、
3
台
購
入

障
害
の
あ
る
方
へ
の
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
施
設
移
行
・
居
宅
介
護
や
就
労
継

続
支
援
な
ど
の
利
用
者
負
担
の
軽
減

ご
み
減
量
化
の
推
進

今
年
4
月
か
ら
市
内
全
地
区
で
市
が
古
紙
回
収

す
る
こ
と
に
向
け
た
事
前
啓
発

な
ど
　
3
、5
5
6
万
円

※
4

※
3

く
ら
し
・
地
域
経
済
を
ま
も
る

生
活
・
経
済
対
策
補
正
予
算

今
回
の
補
正
予
算
（
総
額
8
千
万
円
）
は
、
国
の
経
済

危
機
対
策
関
連
事
業
と
市
独
自
事
業
に
わ
か
れ
ま
す
。
国

の
経
済
危
機
対
策
の
財
源
は
、
そ
の
す
べ
て
が
国
・
県
か

ら
の
交
付
金
で
す
。
ま
た
、
市
独
自
事
業
は
、
施
設
整
備

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー

ビ
ス
に
直
結
す
る
事
業
が
主
な
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
補
正
予
算
は
全

議
員
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

�三田駅北側広場
矢印のプレハブ建物を撤去してマイクロバス待機所をつくります。
（右はJR三田駅）

※
5

△有馬富士自然学習センター


